

















































































　最終部となる第 3部の総合考察（第 7章と第 8章）では、第 1部の理論的研究で特定した三つ
の課題を、第 2部のフィールド調査とそこで援用されたアプローチがどのように乗り越えたの
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かを考察し（第 7章）、終章においてフォロワーのリーダーシップ認知に関する説明モデル（す
なわち仮説）を提示、さらには、異文化コミュニケーション学という学際的な志向性を有する領
域との関係に言及し、自らをその中に位置づけ、論を結んでいる。
　以上のような立論過程が結ぶ「多文化組織の日本人リーダー像」は、端的にいって調査者／分
析者の恣意性を超えた先にある、論理的一貫性と臨場感をともなったものであり、それは、筆者
も含め、E学校での勤務経験を有する者にとってはなおさら、そのように感じられるものであろ
う。多文化組織の異文化コミュニケーションにおける、なんとも言語化しにくく、さらに、話題
にもあげられにくい点を正面から鋭く描出していることから、本書は、（異文化）コミュニケー
ションに興味関心をもつ人びとにも当然、示唆的であるだけでなく、専門的に学問に従事してい
なくても、現場でもどかしい思いを日々経験している「リーダー」たちにとっても、実践的な有
用性を期待できる。「日本人中心の組織のなかでは弱い状態にあると考えられる」（p, 307）文化
的認知力についての指摘が本書でなされている以上、日本語を解する読者であれば、本書を読む
ことでそのことについて十分に意識化できるであろうが、本書は、フォロワーの立場にある読者
にも有用であることは容易に推察できる。そうである以上、これからの多文化組織における双方
向的な相互理解を促進する一助として、たとえば本書の将来的な英訳の出版を強く期待したい。
